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 以下，2 節で調査対象の選定について述べ，3 節で今回作成した滋賀県公立学校校歌の形





 筆者らは，校歌の歌詞の言語的特徴に関する事例研究として近畿 2 府 4 県（大阪，京都，
滋賀，兵庫，奈良，和歌山）の中から一つの府又は県を選定し，その公立学校（小中高）の
校歌を対象とすることとした。府・県の選定は，以下の 2 点を目安として行った。 
(1) ・学校数が多すぎないこと。 
・各学校の Web サイトから校歌を収集するため，校歌を Web に掲載している学校が
多いこと。 
 この目安に基づいて，まず公立学校が 1000 校を超える大阪府，兵庫県を調査対象外とし
た。次に，京都府は校歌を Web に掲載している学校が少ないことから，調査対象外とした。 
 残った 3 県の公立学校は，滋賀県が 365 校，奈良県が 336 校，和歌山県が 394 校であっ
た。そこで公立学校数の多い滋賀県と和歌山県とを候補とし，小・中・高校ごとに校歌の Web
掲載数を調査した（表 1）。この結果，校歌を Web に掲載している学校が小・中・高校のい
ずれにおいても多く，6 割を超えている滋賀県を調査対象とすることとした。 
 









学校数 222 96 43
掲載校数 135 64 33
学校数 243 117 34






 滋賀県公立学校校歌の歌詞を各学校の Web サイトから収集し，電子テキストを作成した。













 表 2 を見ると，文語体の比率が小・中・高校の順に高くなることが分かる。ただし最も文
語体の比率が低い小学校でも，文語体が約 3 割を占めている。児童にとって身近な歌である
校歌の歌詞が，児童にとっては難解な文体で作られているということができる。 
 校歌の電子テキストを形態素解析するに当たって，「Web 茶まめ」を用いた。「Web 茶ま
め」は，形態素解析辞書 UniDic を用いた解析を実行できる Web アプリケーションである。




 UniDic で採用している短単位は，現代語で意味を持つ最小の単位二つが 1 回結合したも
のまでを 1 単位として扱う言語単位で，漢語なら 2 字漢語が，和語なら二つの要素から成













                                                        
1 形態素解析用辞書 UniDic の概要については，伝・小木曽・小椋他(2007)を参照。短単位の設計方針，認
定規程等については，小椋・小磯・冨士池他(2011)を参照。 
小 96 71.1% 39 28.9%
中 28 43.8% 36 56.3%
















 学校種別の語種比率を表 4 に，同じく品詞比率を表 5 にまとめた。品詞比率は，体（名
詞，代名詞），用（動詞），相（形状詞，副詞，連体詞，形容詞），他（感動詞，接尾辞，接















異なり 1,602 1,149 878
延べ 10,669 5,982 3,249
和 1032 77.3% 5592 81.3% 757 75.8% 3135 79.6% 598 75.4% 1705 81.4%
漢 286 21.4% 1260 18.3% 234 23.4% 796 20.2% 190 24.0% 385 18.4%
外 7 0.5% 10 0.1% 1 0.1% 1 0.0% 1 0.1% 1 0.0%
混 10 0.7% 14 0.2% 7 0.7% 7 0.2% 4 0.5% 4 0.2%
小学校 中学校 高校
延べ異なり 異なり 延べ 異なり 延べ
体 900 59.3% 4,064 55.1% 665 60.5% 2,394 56.8% 495 59.0% 1,346 60.0%
用 369 24.3% 1,643 22.3% 272 24.7% 978 23.2% 228 27.2% 531 23.7%
相 156 10.3% 948 12.9% 117 10.6% 441 10.5% 88 10.5% 233 10.4%
他 92 6.1% 719 9.8% 45 4.1% 400 9.5% 28 3.3% 132 5.9%
小学校 中学校 高校




４.１ 名詞比率と MVR 










詞の比率が小さい」(pp.30-31) と述べ，MVR については「MVR の値が大きいほどありさま
描写的であり，MVR の値が小さいほど動き描写的である」(p.32) と述べている。このよう
な意味を持つ名詞比率と MVR との組合せから， 
(3)・名詞比率 N が大きく，MVR が小さい文章には要約的な文章が多い。 
・N が小さく，MVR が大きい文章にはありあさま描写的な文章が多い。 
・N が小さく，MVR が小さい文章には動き描写的な文章が多い。          (p.35) 
という文体的特徴が指摘できるとした。 
本節では，樺島・寿岳 (1965) を踏まえ，名詞比率，MVR を用いて校歌の文体的特徴を明
らかにしたい。横軸に名詞比率を，縦軸に MVR を取った散布図を図 1 に示した。図 1 で
は，232 の校歌を学校種によって分類している。 
 







































この表を見ると，「明るい」「良い」「高い」「楽しい」の 4 語が 20 位以内に入っている。
このような形容詞が高頻度で用いられていることで，相言比率が高くなっていると考えら
れる。 
次に挙げるのは，高頻度の形容詞 4 語のうち「明るい」「楽しい」「良い」の 3 語が歌詞に
用いられている大津市立仰木の里東小学校の校歌である。 
(4) 比叡の山の 風かおる    歴史ゆかしい この丘に 
楽しく学ぶ しあわせの   ほほえみかわし 大空に 
のびる よい子の 里東 
琵琶のみどりの 波ひかる  自然ゆたかに 恵まれて 
明るく強く 生きてゆく   手と手をつなぎ 学び舎に 
はげむ よい子の 里東 
仰木の里の 草萌ゆる    文化はぐくむ 心意気 
熱い 思いの ぼく わたし 心あわせて ふるさとに 
うたう よい子の 里東  
この校歌の名詞比率は 30%，MVR は 63 である。名詞比率が小さく，MVR が大きい「あ
りさま描写的」な校歌といえる。「明るい」「楽しい」「良い」以外にも「ゆかしい」「強い」
といった形容詞も使われている。また，「良い」は「よい子」という語連続で 1 番から 3 番
まで歌の末尾に繰り返し用いられている。小学校の校歌は，「どのような」児童なのか，「ど
のように」活動しているのかを歌う点に特徴があるといえる。 
次の (5) は，大津商業高校の校歌である 
(5) 若き生命 緑に燃えて   涯しなく 空澄み渡る 
語彙素 度数 語彙素 度数 語彙素 度数
学校 184 学び 67 楽しい 50
等（ら） 159 心 66 励む 48
小 122 行く 63 私 48
我 107 希望 62 輝く 47
皆 84 子 59 清い 47
学ぶ 81 良い 57 校 47
明るい 73 高い 55 強い 47
緑 68 山 55 僕-代名詞 47
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希望高く 学ぶ      われらここにあり 
大津商業高校 
若き歌 比叡に響けば   湖こえて 鈴鹿の山呼ぶ 
朗かに 集う   われらここにあり 
大津商業高校 
若き力 溢れ動けば   風狂い 雲は渦巻く 
眉あげて 進む   われらここにあり 
大津商業高校 













と表 8 である。表 7 には小学校の，表 8 には中学校の校歌に用いられた受身形とその度数
とを示した。 
 










表 7 と表 8 を見ると，小学校の校歌では異なり 7，延べ 12 の受身形が，中学校の校歌で





















 (7) 澄みし心に 育まれる    ［無］ 
 (8) 深き文化に はぐくまれ   ［無］ 
(9) 豊かな郷里に 育まれ    ［無］ 
(10) あつき恵みに はぐくまれ  ［無］ 
(11) 緑の自然に 囲まれて    ［無］ 
(12) 秋は稲田に 囲まれて     ［無］ 
(13) 志賀は緑に つつまれて   ［無］ 
(14) 比叡の夕日に 照らされて   ［無］ 
(15) よい先生に 導かれ     ［有］ 
(16) 良い先生に 育てられ    ［有］ 
(17) 近江の都と うたわれた 
 
【中学校】 
(18) 天地の恵みに 育まれ    ［無］ 
(19) 姉妹の流れに 培われ    ［無］ 
(20) 愛と敬とに 結ばれて 
(21) 正しくあれと 育まれ 
(6) から (21) までの用例を見ると，受身形 16 例のうち，動作主が示された例は 13 例あ
り，その全てが助詞「に」によって示されていることが分かる。動作主の内訳は，有情動作












なる。どのような「V＋合う」が用いられているか，学校種別に示したのが，表 9 から表 11
である。表 9 には小学校の，表 10 には中学校の，表 11 には高校の校歌に用いられた「V＋
合う」（語彙素）とその度数とを示した。 
表 9，表 10，表 11 を見ると，小学校の校歌では異なり 15，延べ 27 の，中学校では異な










































なお，複文を構成する関係節の意味分類は原則として松本 (2017) に従う。 
 
４.３.１ 複文の関係節の計量的分析 






語彙素 度数 語彙素 度数 語彙素 度数
助け合う 7 寄せ合う 2 誓い合う 1
取り合う 2 分け合う 2 励み合う 1
励まし合う 2 落ち合う 1 睦み合う 1
触れ合う 2 鍛え合う 1 呼び合う 1
学び合う 2 育て合う 1 分かち合う 1
語彙素 度数 語彙素 度数
語り合う 1 触れ合う 1
競い合う 1 学び合う 1
誓い合う 1 磨き合う 1
協力し合う 1 睦み合う 1
















 松本 (2019) は，学校の国語教科書における連体修飾節について調査を行い，連体修飾節
を補足語修飾節，命題補充節，相対名詞節2に下位分類して計量分析を行った（図 4）。これ
に倣って，校歌の歌詞における連体修飾節の種類別出現割合について調査を行った。結果は
図 5 に示した通りである。 
 












                                                        


























































































「徳目を表す名詞」について，学校種別に高頻度語を調査した。結果は表 12，表 13 の通
りである。 
 
表 12：頻度の高い「生徒を表す普通名詞」 （ ）内は頻度 
小学校 中学校 高校 
われら (30) われら (36) われら (6) 
子 (30) 若人 (17) 若人 (6) 
ぼく・わたし (25) からだ (8)  
みんな (11)   




































 表 13 頻度の高い「徳目を表す普通名詞」：（ ）内は頻度 
小学校 中学校 高校 
心 (7) 心 (5) 心 (4) 
力 (7) 夢 (5) 命 (3) 
未来 (6) 理想 (5) 力 (3) 
理想 (6)   
希望 (5)   
歴史 (5)   
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